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今
回
は
特
別
支
援
教
育
に
関
係
す
る

用
語
で
あ
る
【
合
理
的
配
慮
】
と
【
自

立
活
動
】
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
】

　

合
理
的
配
慮
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

に
と
っ
て
生
活
す
る
う
え
で
妨
げ
と
な

る
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
に
、
提
供
す

る
側
が
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
、
必
要

な
配
慮
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
命
は
同
じ
よ
う
に
大
切
で

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
そ

の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
共

に
生
き
る
社
会（
共
生
社
会
）の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
、

２８

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」）
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
に
「
合
理
的
配
慮
」
を
行
う
こ

と
を
通
じ
て
「
共
生
社
会
」
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
は
、
過
度
の
負
担
の
な
い
範
囲

で
合
理
的
な
配
慮
を
行
い
ま
す
。
ま
た

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
は
、
こ
の
合

理
的
配
慮
の
基
礎
と
な
る
環
境
整
備

（
基
礎
的
環
境
整
備
）を
行
い
ま
す
。
合

理
的
配
慮
の
内
容
は
一
人
一
人
異
な
る

の
で
、
学
校
生
活
に
お
い
て
配
慮
が
必

要
な
時
に
は
、
各
学
校
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
自
立
活
動
】

　

自
立
活
動
は
、
特
別
支
援
学
校
の
学

習
内
容
の
一
つ
で
、
児
童
・
生
徒
の
障

が
い
に
よ
る
学
習
上
ま
た
は
生
活
上
の

困
難
の
改
善
・
克
服
を
目
指
す
た
め
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

自
立
活
動
の
指
導
内
容
は
、
大
き
く

六
つ
の
内
容
（「
健
康
の
保
持
」「
心
理

的
な
安
定
」「
人
間
関
係
の
形
成
」「
環

境
の
把
握
」「
身
体
の
動
き
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」）
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

　

自
立
活
動
の
「
自
立
」
と
は
、
児
童
・

生
徒
が
障
が
い
の
状
態
や
発
達
の
段
階

に
応
じ
て
、
自
分
の
力
を
可
能
な
限
り

発
揮
し
、
主
体
的
に
よ
り
よ
く
生
き
て

い
こ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
障
が
い
に

よ
っ
て
生
じ
る
つ
ま
ず
き
や
困
難
を
軽

減
し
よ
う
と
し
た
り
、
障
が
い
が
あ
る

こ
と
を
受
け
止
め
た
り
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
・
技
能
、態
度
・
習
慣
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
小
学
校
や
中

３０

学
校
の
特
別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
、

特
別
支
援
教
室
だ
け
で
な
く
、
通
常
の

学
級
に
お
い
て
も
、
自
立
活
動
の
指
導

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
合
理
的
配
慮
や
自
立
活
動
、
次
号
で

紹
介
す
る
学
校
生
活
支
援
シ
ー
ト
や
個

別
指
導
計
画
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
指
導
課
〉

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と

育
つ
小
平
へ
～
小
平
市
の
特
別
支
援
教
育
～

　教育相談室では、市内の児童・生徒のいじめ
や不登校に関する電話相談を１１月の第２・４土
曜日に開設します。
　どんな小さなことでも結構です。お気軽にご相談くださ
い。
と　き　１１月１０日・２４日の午前９時〜午後４時３０分
問合せ　小平市教育相談室　☎０４２（３４３）９４１１

いじめに関する土曜電話相談

中学校教科書（道徳）採択結果
発　行　者種　目
東京書籍道　徳

　

い
じ
め
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
絶
対
に

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
小
平
市
で
は
、
平
成　
２６

年　

月
に
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、

１１
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
と
も
に
、
市
と
教
育
委
員

会
が
連
携
、
協
力
し
て
、
い
じ
め
問
題
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
国
の
「
い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の

基
本
的
な
方
針
」
の
改
定
の
内
容
を
踏
ま
え
、
よ

り
実
効
的
な
い
じ
め
対
策
を
推
進
す
る
た
め
「
小

平
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」を
改
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
、
地
域
生
活
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
基
本
方
針
の
全
文
は
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
指
導
課
〉

平成３１年度に使用する小学校教科用図書および
平成３１年度から使用する道徳の中学校教科用図書が決まりました
　８月１６日（木）に、小平市立小学校
で平成３１年度に使用する教科書（道
徳を除く）を教育委員会定例会で採
択しました。
　なお、平成２７年度より使用してい
る教科書から変更はありません。
　また、同日、小平市立中学校で、
平成３１年度から平成３２年度まで使用
する道徳の教科書を教育委員会定例
会で採択しました。
　採択した教科書は下表のとおりで
すが、道徳の中学校教科用図書の採
択に至るまでの概要は、右図のとお
りです。 〈指導課〉

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
の
教
育
・
文
化
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。
６
月　

日（
火
）に
、市
役
所
で
表
彰
式
を
行

２６

い
、
次
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　

長
谷
部
は
る
み
（
前
小
平
第
十
四
小
学
校
長
）、

長
澤
力
（
学
園
東
小
学
校
長
）、
瀬
戸
敬
（
上
宿
小

学
校
長
）、
柴
田
英
文
（
小
平
第
十
三
小
学
校
副
校

長
）、
松
田
恵
示
（
前
社
会
教
育
委
員
）、
田
中
雅

文
、
松
尾
貴
代
、
古
家
裕
美
（
前
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
）、
青
木
繁
宜
、
小
松
麻
里
子
（
前
青
少

年
委
員
）、
井
口
典
子
、
谷
美
智
子
（
前
学
校
経
営

協
議
会
委
員
、
前
学
校
経
営
協
力
者
）、
水
谷
満

子
、
野
口
重
光
、
前
島
仁
、
金
原
芳
文
、
小
野
は

る
み
、
木
村
八
重
子
（
前
学
校
経
営
協
議
会
委

員
）、
小
山
喜
彬
、
吉
野
匡
彦
、
黒
田
邦
夫
、
阿
久

津
三
千
代
、
小
寺
浩
子
、
古
屋
し
う
子
、
内
堀
菊

江
、
粟
野
祐
美
、
松
岡
佳
子
（
前
学
校
経
営
協
力

者
）、
金
井
奈
菜
、
久
和
野
裕
子
（
前
学
校
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
世
話
人
）、
山
中
涼
子
（
前
放
課

後
子
ど
も
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、
横
山
典

子
、
五
嶋
幸
子
、
中
川
真
美
、
八
鍬
博
敏
、
瀧
原

絢
子
（
前
教
育
相
談
員
）、
原
徹
子
（
前
特
別
支
援

教
育
巡
回
相
談
員
）、
鈴
木
弘
子
、
中
山
光
三
（
前

学
校
医
）

〈
教
育
総
務
課
〉

■表記を「いじめゼロ」から「いじめ防止」「いじめの早期発
見、早期対応」などへ変更。
■いじめの認知および解消の定義について、国の規準に沿っ
て記載。
■学校で行ういじめの対応について、項目を整理。
■いじめの防止には、教員のいじめへの正しい認識と人権感
覚が必要であることを記載。
　さらに、いじめを発見した場合に、特定の教員ではなく組
織的に対応することについて記載。
■「特に配慮が必要な児童・生徒」について、国の改定に沿
って具体的に記載。さらに、入学前の情報を踏まえて、ス
クールカウンセラー等の専門家を加えて、児童・生徒の特
性を正しく理解することを加筆。
■学校は、学校評価に「いじめ防止」について項目を加える
ことを加筆。
■児童・生徒による主体的ないじめ防止の取組を推進するこ
とを加筆。
■児童・生徒が、いじめを訴えやすくするためのアンケート
の工夫や、学校いじめ対策委員会の存在が認識されるよう
な取組について記載。

改定のポイント

生徒会の取組（中学校） 道徳の授業（小学校）

小学校教科書採択結果
発行者種目発行者種目

東京書籍生活光村図書
出版国語

教育出版音楽光村図書
出版書写

日本文教
出版

図画
工作教育出版社会

開隆堂
出版家庭帝国書院地図

学研教育
みらい保健東京書籍算数

学校図書理科

　現在、市で国指定史跡化を進めている都指
定史跡「鈴木遺跡」や、市指定史跡「八小遺
跡」を学芸員とともに歩きます。
と　き　１０月２７日（土）　①午前１０時～正午
　　　　②午後１時３０分～３時３０分
　　　　※各３０分前に鈴木遺跡資料館に集合
コース　鈴木遺跡資料館―鈴木遺跡保存区―
こげらの森―小平第八小学校―鈴木遺跡保存
管理等用地―鈴木遺跡資料館
費　用　無料

対　象　市民　※親子で参加も可
定　員　①、②各２０人（定員を超えた場合抽選）
講　師　小平市学芸員
申込み　往復はがきの往信用裏面に氏名、住
所、「こだいらの遺跡をあるく応募」、希望時間
（①、②、どちらでもよい）、電話番号
返信用表面に住所、氏名を記入し問合せ先へ
※１０月１２日（金）必着
問合せ　文化スポーツ課　☎042（346）9501
　　　　〒１８７−８７０１　東京都小平市小川町2−１３３３

教
育
功
労
者
表

教
育
功
労
者
表
彰彰

小
平
市
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
の
改
定

「こだいらの遺跡をあるく ―鈴木遺跡・八小遺跡―「こだいらの遺跡をあるく　―鈴木遺跡・八小遺跡―」」

〈合理的配慮と基礎的環境整備の関係図〉

合理的配慮の基礎
となる環境整備
（基礎的環境整備）

合理的配慮

国、都道府県、市町村による環境整備

Ｂさんの
ための

合理的配慮
Ａさんの
ための

合理的配慮

学校が実施

《教科書が採択されるまでの概要》

教育委員会による教科書の内容の審議・採択
　教育委員会の定例会における再度の協議で１発行者に絞り込
み、道徳の教科書を採択。

教育委員会へ審議結果の報告
　審議委員会による、審議結果を報告書にまとめ、教育委員会に
報告。
　その他資料として、教科書目録、教科書発行者の教科書編修趣
意書、東京都教育委員会が作成した調査研究資料、調査部会の報
告書、各学校の報告書、アンケート、団体からの要望書をあわせ
て提出。

審議委員会による教科書の内容の審議
　調査部会と各中学校が作成した報告書、アンケート結果につい
て、審議委員会が内容を審議。

見本本の展示とアンケート調査
　市立図書館６館で、教科書の見本本を展示し、教科書について
のアンケート調査を実施。

教科用図書調査部会および各中学校による調査・研究
　調査部会の委員および各中学校が、全８発行者の教科書につい
て、内容や構成上の工夫について、調査・研究。

小平市立中学校教科用図書審議委員会および教科用図書調査部会の設置
　教科書採択の検討資料を作成するため、保護者代表、学識経験
者および調査部会教科部長など６名で構成される教科用図書審議
委員会およびその下部組織である教科用図書調査部会を設置。

採択方針・中学校教科用図書採択要領および同細則の制定
４月

　教科書を公正かつ適正に採択をするため、教育委員会が、採択
方針、採択要領および同細則を制定。

教育委員会による教科書の内容の協議
　教育委員会の臨時会を開催し、全８発行者の教科書について協
議し、採択候補として２発行者の教科書に絞り込み。

５月

６月

７月

８月


